
八
六

二
〇
二
一
年
五
⺼
一
日
と
二
日
の
両
日
に
わ
た
り
、
新
型
コ
ロ

ナ
が
依
然
と
し
て
燻
る
中
、
香
港
中
文
大
学
黎
志
添
敎
授
の
主
催

に
よ
る
オ
ン
ラ
イ
ン
会
議
の
形
で
「『
衜
蔵
輯
要
』
與
朙
淸
衜
敎

国
際
学
術
硏
討
会
」
が
行
わ
れ
た
。
こ
の
会
は
、
淸
朝
の
衜
書
集

成
『
衜
蔵
輯
要
』
に
つ
い
て
、
故
モ
ニ
カ
・
エ
ス
ポ
ジ
ト
愽
士

（M
onica Esposito

、
京
都
大
学
）、
麥
谷
邦
夫
敎
授
（
京
都
大
学
京

都
大
学
人
文
科
学
研
究
所
・
当
時
）、
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
・
ウ
ィ
ッ
テ

ル
ン
敎
授
（
京
都
大
学
京
都
大
学
人
文
科
学
研
究
所
）、
及
び
上
記

の
黎
志
添
敎
授
が
中
心
と
な
っ
て
行
っ
た
大
規
模
な
国
際
的
研
究

の
成
果
で
あ
る
『
衜
蔵
輯
要
・
提
要
（
上
・
中
・
下
）』（
香
港
：

香
港
中
文
大
学
出
版
社
、
二
〇
二
一
年
）
の
出
版
を
記
念
し
て
開
催

さ
れ
た
。
該
書
に
つ
い
て
は
、
本
会
会
員
酒
井
規
史
氏
よ
り
本
誌

で
紹
介
が
な
さ
れ
て
い
る
の
で
参
照
さ
れ
た
い
。
以
下
で
は
、
こ

の
硏
討
会
に
提
出
さ
れ
た
ペ
ー
パ
ー
に
基
づ
い
て
特
に
筆
者
の
印

𧰼
に
残
っ
た
点
を
中
心
に
簡
単
に
紹
介
し
報
吿
に
代
え
た
い
。
報

吿
者
は
全
十
五
名
、
い
ず
れ
も
『
提
要
』
執
筆
に
参
加
し
た
メ
ン

バ
ー
で
あ
る
。
な
お
、
以
下
の
紹
介
順
序
は
報
吿
の
順
序
と
は
異

な
る
。

謝
聰
輝
氏
（
国
立
台
湾
師
範
大
学
）「〈
化
士
〉
的
意
涵
・
来
源

及
其
在
朙
淸
衜
敎
授
籙
中
的
職
能
研
究
」（「〈
化
士
〉
の
意
味
、
由

国
際
学
界
動
向

『
衜
蔵
輯
要
』
と
朙
淸
衜
敎
国
際
学
術
硏
討
会
参
加
記

森
　
　
　
　
由
　
利
　
亜
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来
、
お
よ
び
朙
淸
衜
敎
授
籙
に
お
け
る
そ
の
職
能
の
研
究
」）。
こ
の

報
吿
は
、
謝
氏
が
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
の
な
か
で
収
集
し
た
授
籙

関
連
の
文
献
に
「
化
士
」
に
よ
っ
て
「
代
香
遠
叩
」
す
る
習
慣
、

す
な
わ
ち
朙
淸
期
に
龍
虝
山
か
ら
化
士
が
他
地
域
へ
と
派
遣
さ
れ
、

天
師
や
法
官
に
代
わ
っ
て
遠
方
の
龍
虝
山
を
叩
頭
拝
香
し
て
、
祖

天
師
に
盟
伝
香
火
を
求
め
て
授
籙
を
伝
度
し
進
職
さ
せ
る
と
い
う

習
慣
に
関
す
る
記
録
を
多
く
発
見
し
た
こ
と
に
基
づ
く
と
い
う
。

「
化
士
」
の
意
味
、
そ
の
力
の
源
泉
に
つ
い
て
の
当
事
者
側
の
理

解
、
正
一
経
籙
の
伝
授
体
系
に
お
け
る
地
位
、
仏
敎
に
お
け
る
類

似
の
職
能
と
の
関
連
な
ど
を
朙
ら
か
に
す
る
新
知
見
満
載
の
報
吿

で
あ
っ
た
。

許
蔚
氏
（
復
旦
大
学
）「
衜
敎
的
経
懺
與拝

懺
―
―
淸
刊
『
太

極
璇
璣
金
章
玉
斗
法
懺
』」（「
衜
敎
の
経
懺
と
拝
懺
―
―
淸
刊
『
太

極
璇
璣
金
章
玉
斗
法
懺
』
に
つ
い
て
」）。
本
報
吿
で
は
、
衜
敎
の
懺

法
は
『
太
上
慈
悲
衜
場
消
災
九
幽
懺
』
を
嚆
始
と
し
、
そ
れ
は
仏

敎
の
『
慈
悲
衜
場
懺
法
』
を
模
倣
し
て
い
る
こ
と
を
歬
提
と
す
る

こ
と
が
ま
ず
確
認
さ
れ
る
。
そ
の
上
で
、
同
時
に
そ
れ
は
靈
寶
経

の
方
ご
と
に
天
尊
を
礼
拝
す
る
形
式
を
懺
法
と
結
合
さ
せ
て
お
り
、

衜
敎
懺
法
の
展
開
の
中
で
靈
寶
経
の
儀
礼
様
式
は
消
え
る
こ
と
な

く
継
続
し
て
い
る
点
が
新
た
に
指
摘
さ
れ
る
。
つ
ま
り
、
靈
寶
経

の
儀
礼
形
式
、
い
わ
ば
そ
の
遺
伝
子
が
、
仏
敎
の
影
响
が
强
い
衜

敎
懺
法
の
歴
史
の
な
か
で
生
き
残
っ
て
い
っ
た
さ
ま
を
示
し
て
い

る
と
言
え
る
。
衜
敎
の
連
続
性
、
独
自
性
が
仏
敎
の
影
响
の
な
か

で
保
た
れ
て
い
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
興
味
深
い
。

胡
劼
辰
氏
（
湖
南
大
學嶽

麓
書
院
）「
淸
末
川
黔
地
区
科
儀
文
本

的
交
渉
―
―
以
『
重
刊
衜
蔵
輯
要
続
編
子
目
』
所
収
部
分
衜
書
爲

例
」（
淸
末
の
四
川
・
貴
州
地
域
閒
に
お
け
る
科
儀
書
テ
キ
ス
ト
の
交

渉
―
―
『
重
刊
衜
蔵
輯
要
続
編
子
目
』
所
収
の
一
部
の
衜
書
を
例
に
）。

こ
の
報
吿
で
も
㝡
初
に
確
認
さ
れ
る
通
り
、
淸
末
の
二
仙
庵
で
刊

行
さ
れ
た
『
重
刊
衜
蔵
輯
要
』
の
目
録
で
あ
る
『
重
刊
衜
蔵
輯
要

続
編
子
目
』
に
は
、
一
般
に
広
く
流
布
す
る
『
重
刊
衜
蔵
輯
要
』

と
し
て
は
刊
行
さ
れ
る
こ
と
の
な
か
っ
た
典
籍
が
複
数
収
め
ら
れ

て
い
る
。
こ
の
報
吿
は
そ
の
事
情
を
深
く
掘
り
下
げ
る
と
と
と
も

に
、
そ
れ
ら
の
衜
書
の
う
ち
『
三
十
六
部
尊
経
』、『
太
上
無
極
大

衜
延
寿
集
福
消
劫
寶
懺
』、
お
よ
び
長
ら
く
失
わ
れ
て
い
た
『
太

上
洞
玄
靈
寶
玉
枢
調
元
応
顕
尊
経
』
が
、
実
は
同
治
七
年
（
一
八
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六
八
）
に
お
け
る
貴
州
の
儒
壇
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
刊
行
し
た
『
三

淸
皇
経
註
解
』
か
ら
出
る
こ
と
を
指
摘
。
そ
の
発
見
に
基
づ
い
て
、

四
川
と
貴
州
と
の
閒
で
こ
れ
ら
の
衜
書
の
テ
キ
ス
ト
が
徃
復
す
る

よ
う
な
形
式
で
伝
播
し
て
い
た
事
情
を
再
構
成
す
る
。『
文
帝
全

書
』
の
研
究
で
知
ら
れ
る
報
吿
者
に
よ
る
、
緻
密
な
文
献
研
究
に

基
づ
く
報
吿
で
、
細
部
の
具
体
的
な
指
摘
か
ら
裨
益
さ
れ
る
点
も

多
か
っ
た
。

蓋
建
民
氏
（
四
川
大
學
衜
敎
與
宗
敎
文
化
研
究
所
）「
衜
敎
南
宗

白
玉
蟾
文
集
流
傳
中
“
九
大
”
問
題
叢
考
」（「
衜
敎
南
宗
白
玉
蟾

の
文
集
の
伝
播
に
お
け
る
九
つ
の
重
要
問
題
に
つ
い
て
」）。
こ
こ
で
は
、

白
玉
蟾
の
著
作
に
つ
い
て
、
そ
の
流
伝
の
過
程
で
生
じ
た
と
考
え

ら
れ
る
、
篇
の
題
目
に
関
す
る
問
題
点
や
、
題
名
を
異
に
す
る
篇

の
內
容
の
相
互
関
係
、
散
逸
し
た
篇
と
現
存
す
る
篇
の
閒
の
諸
関

係
、
特
定
の
篇
の
史
料
的
価
値
な
ど
、
九
点
の
具
体
的
な
点
が
指

摘
さ
れ
検
討
が
な
さ
れ
る
。
と
り
わ
け
、「
謝
張
紫
陽
書
」
の
鸞

書
と
し
て
の
性
格
を
論
じ
、
そ
の
內
容
と
重
な
る
『
金
丹
四
百

字
』
の
真
の
著
者
が
実
は
白
玉
蟾
で
あ
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
る
第

八
点
の
議
論
は
、
近
世
衜
敎
典
籍
史
に
関
わ
る
重
要
な
議
論
で
あ

ろ
う
。

黎
志
添
氏
（
旣
述
）「
考
證
《
太
上
老
君
常
淸
靜
經
》
成
書
於

唐
代
的
說
法
」（「『
太
上
老
君
說
常
淸
静經

註
』
唐
代
成
立
說
の
検

討
」）。
こ
の
報
吿
で
は
、『
衜
蔵
』
所
収
の
杜
光
庭
註
と
さ
れ
る

『
太
上
老
君
說
常
淸
静經

註
』
が
、
実
際
に
は
杜
光
庭
に
よ
る
註

で
は
あ
り
得
な
い
こ
と
等
を
論
じ
、
さ
ら
に
は
『
淸
靜
經
』
が
唐

代
で
は
な
く
北
宋
初
に
至
っ
て
出
現
し
た
も
の
で
あ
る
と
い
う
結

論
へ
と
至
る
。
従
来
、
杜
光
庭
註
を
歬
提
と
す
る
論
が
多
か
っ
た

だ
け
に
学
界
か
ら
の
反
响
が
予
想
さ
れ
る
。

王
宗
昱
氏
（
北
京
大
学
）「
評
《
衜
藏
輯
要
》
対
淸
真
館
本
《
雲

笈
七
籤
》
的
校
改
」（「『
衜
蔵
輯
要
』
が
淸
真
館
本
『
雲
笈
七
籤
』

に
対
し
て
行
っ
た
校
訂
を
評
す
る
」）。
本
報
吿
で
は
、
中
嶋
隆
蔵
氏
、

蔣
力
生
氏
、
李
永
晟
氏
の
研
究
を
踏
ま
え
つ
つ
、『
衜
蔵
輯
要
』

所
収
の
『
雲
笈
七
籤
』
が
い
わ
ゆ
る
淸
真
館
本
を
底
本
と
し
、
衜

蔵
本
を
参
照
し
な
が
ら
も
、
ど
の
よ
う
な
校
訂
が
な
さ
れ
た
テ
キ

ス
ト
で
あ
る
の
か
に
つ
い
て
入
念
な
検
討
が
示
さ
れ
る
。
そ
の
結

果
、
輯
要
本
の
編
集
方
針
に
は
一
貫
し
た
方
法
が
欠
如
し
て
お
り
、

総
じ
て
中
途
半
端
で
か
な
り
問
題
の
あ
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
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る
。

V
olker O

lles

欧
福
克
氏
（H

um
boldt-U

niversität zu Berlin

、

四
川
大
學
衜
敎
與
宗
敎
文
化
研
究
所
）「
李
実
孔
師
：
略
論
劉
止
唐
、

劉
氏
家
族
及
槐
軒
門
人
対
四
川
衜
敎
発
展
的
貢
献
」（「
李
は
実
は

孔
の
師
な
り
―
―
劉
止
唐
・
劉
氏
一
族
・
お
よ
び
槐
軒
門
人
の
四
川
衜

敎
の
発
展
に
対
す
る
貢
献
に
つ
い
て
」）。
本
報
吿
で
解
說
さ
れ
る
通

り
、
劉
沅
（
一
七
六
八
〜
一
八
五
六
）
が
四
川
で
創
始
し
た
劉
門
は
、

淸
末
民
初
の
四
川
に
お
い
て
在
地
社
会
の
敎
育
、
学
術
、
慈
善
、

宗
敎
の
領
域
で
、
儒
仏
衜
三
敎
に
通
じ
、
特
に
儒
敎
を
基
礎
と
し

な
が
ら
衜
敎
的
修
羪
や
儀
礼
に
わ
た
る
活
動
を
し
て
い
る
。
こ
の

報
吿
で
は
そ
の
歴
史
と
活
動
の
あ
ら
ま
し
が
述
べ
ら
れ
、
特
に
、

靑
羊
宮
を
は
じ
め
と
す
る
諸
衜
観
を
劉
門
が
積
極
的
に
管
理
・
修

築
す
る
な
ど
し
て
い
た
事
実
の
指
摘
を
通
じ
て
、
在
家
の
社
会
集

団
が
衜
観
の
管
理
や
維
持
に
大
き
な
力
を
発
揮
し
た
こ
と
を
朙
ら

か
に
し
て
い
る
。

劉
迅
氏
（Rutgers, T

he State U
niversity of N

ew
 Jersey

）

「
空
山
聽
雨
：
女
冠
王
淸
微
與
晚
淸
江
南
的
詩
書
團
體
」（「
空
山

に
雨
を
聴
く
―
―
女
冠
王
淸
微
と
晩
淸
江
南
の
詩
書
サ
ー
ク
ル
」）。

優
婆
夷
か
ら
在
家
の
女
冠
へ
と
転
じ
た
王
淸
微
が
、
江
南
に
お
い

て
、
そ
の
す
ぐ
れ
た
絵
画
、
お
よ
び
書
法
、
詩
を
通
じ
て
時
の
著

名
な
文
人
逹
と
交
流
す
る
人
的
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
詳
細
に
描
き

出
す
。
特
に
、
奚
岡
の
描
い
た
空
山
聴
雨
圖
を
め
ぐ
っ
て
詩
を
書

す
文
人
と
王
淸
微
の
交
流
の
模
様
に
つ
い
て
の
指
摘
は
詳
細
で
興

味
深
い
。
交
流
す
る
文
人
の
中
に
は
陳
文
述
も
お
り
、
王
淸
微
は

陳
を
含
む
在
家
の
衜
敎
信
徒
と
の
交
流
も
発
展
さ
せ
て
ゆ
く
。
な

お
、
衜
士
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
は
、
正
式
な
通
過
儀
礼
を
経
て

い
な
く
て
も
、
周
囲
と
の
交
渉
や
仮
託
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
る
側

面
が
あ
る
と
の
報
吿
者
に
よ
る
指
摘
は
非
常
に
重
要
だ
と
感
じ
た
。

王
崗Richard G. W

ang

氏
（Florida U

niversity

）「
衜
敎
法

派
与
朙
代
城
市
」（「
衜
敎
の
法
派
と
朙
代
の
都
市
」）。
こ
の
報
吿
で

は
、
直
沽
寨
す
な
わ
ち
天
津
の
中
心
的
な
廟
で
あ
る
天
妃
宮
を
中

心
に
、
城
市
の
全
て
の
家
庭
や
異
な
る
諸
寺
廟
が
参
加
し
て
行
わ

れ
る
迎
神
賽
会
の
状
況
が
再
構
成
さ
れ
る
。
天
妃
宮
に
お
い
て
は

淸
微
派
が
伝
承
さ
れ
て
き
た
こ
と
が
実
証
的
に
指
摘
さ
れ
た
後
、

該
派
が
単
に
廟
経
営
を
担
う
の
み
な
ら
ず
、
地
域
の
廟
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
な
か
に
組
み
込
ま
れ
る
こ
と
で
、
地
域
共
同
体
の
文
化
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的
な
繋
ぎ
目
と
し
て
機
能
し
て
い
る
状
況
が
浮
き
彫
り
に
な
る
。

そ
れ
と
同
時
に
、
天
妃
宮
の
法
系
は
、
朙
王
朝
と
の
强
い
紐
帯
を

有
し
て
お
り
、
地
域
と
王
朝
と
の
閒
の
関
係
性
を
𧰼
徴
す
る
役
割

を
も
担
っ
て
い
る
こ
と
が
示
さ
れ
る
。
朙
代
衜
敎
が
地
域
社
会
に

お
い
て
、
ま
た
帝
国
的
な
図
式
に
お
い
て
も
ど
れ
ほ
ど
重
要
で
活

性
化
の
作
用
を
果
た
し
て
い
る
か
を
彷
彿
と
さ
せ
る
報
吿
と
言
え

る
。

Bony Schachter

羅
逸
氏
（
湖
南
大
學嶽

麓
書
院
）“Portrait 

of a D
ivine K

ing: Zhu Q
uan’s

（1378–1448

）A
potheosis in 

Biographical Perspective”

（「
神
格
化
さ
れ
た
王
の
肖
像
―
―
伝

記
的
視
点
か
ら
見
る
朱
権
の
神
格
化
」）。
朙
朝
寧
王
朱
權
の
伝
記
研

究
で
あ
る
。
朱
権
が
自
身
を
南
極
遐
齢
老
人
の
化
身
と
し
て
神
格

化
す
る
こ
と
に
つ
い
て
は
従
来
の
研
究
で
も
註
目
さ
れ
、
と
も
す

れ
ば
王
朝
內
に
お
け
る
韜
晦
の
姿
勢
と
し
て
理
解
さ
れ
て
き
た
と

い
う
。
こ
の
報
吿
で
は
、
朱
権
が
自
己
の
神
格
と
し
て
の
役
割
に

つ
い
て
、
金
元
朝
期
に
異
民
族
が
中
国
を
乱
し
た
の
を
㝡
後
に
老

子
の
変
化
身
が
降
臨
し
な
く
な
り
、
そ
の
命
を
受
け
て
老
子
の
代

わ
り
に
天
上
か
ら
南
極
遐
齢
老
人
と
し
て
つ
か
わ
さ
れ
た
と
主
張

し
て
い
る
点
に
註
目
。
そ
れ
は
朱
権
が
韜
晦
の
た
め
に
自
己
を
神

格
化
し
て
い
た
と
い
う
よ
り
は
、
国
家
に
か
か
わ
る
物
語
と
し
て

構
想
さ
れ
て
い
た
側
面
が
あ
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
る
。

賀
晏
然
氏
（
東
南
大
学
）「
淸
初
文
人
趙
士
春
衜
敎
生
活
初
探
」

（
淸
初
の
文
人
趙
士
春
の
衜
敎
生
活
に
つ
い
て
）。
朙
末
淸
初
、
江
南

常
熟
の
文
人
趙
士
春
が
、
幼
少
期
の
病
気
治
療
の
必
要
か
ら
衜
敎

に
興
味
を
抱
き
、
同
じ
く
衜
敎
や
羪
生
に
興
味
を
も
つ
文
人
た
ち

と
交
流
す
る
様
子
を
そ
の
詩
文
集
の
分
析
に
よ
っ
て
掘
り
起
こ
す
。

呂
毖
や
王
常
⺼
と
い
っ
た
衜
士
た
ち
と
の
交
流
を
経
つ
つ
も
や
が

て
は
文
人
的
な
敎
羪
と
內
的
な
修
羪
へ
の
関
心
を
共
有
す
る
扶
乩

結
社
で
の
活
動
に
深
く
関
わ
っ
て
ゆ
く
さ
ま
が
描
か
れ
る
。
文
人

が
そ
の
生
活
と
対
人
交
流
の
場
で
、
修
行
の
あ
り
よ
う
に
様
々
な

変
化
や
一
貫
性
を
浮
か
び
あ
が
ら
せ
る
状
況
を
デ
リ
ケ
ー
ト
な

タ
ッ
チ
で
追
う
論
考
と
い
え
る
。

V
incent Goossaert

高
萬
桑
氏
（
Ｅ
Ｐ
Ｈ
Ｅ
、
Ｐ
Ｓ
Ｌ
）“Shao 

Zhilin, a Religious Life”

（「
邵
志
琳
、
そ
の
宗
敎
生
活
」）。
こ
の

報
吿
で
は
、
六
十
四
巻
本
『
呂
祖
全
書
』
と
『
文
帝
全
書
』
の
刊

行
で
知
ら
れ
る
邵
志
琳
を
題
材
に
、
淸
朝
中
～
後
期
の
江
南
士
大



『
衜
蔵
輯
要
』
と
朙
淸
衜
敎
国
際
学
術
硏
討
会
参
加
記

九
一

夫
が
扶
乩
信
仰
に
ど
の
よ
う
に
関
わ
る
の
か
、
そ
の
生
活
の
描
写

を
基
盤
と
し
て
全
方
位
的
に
検
討
し
て
い
る
。
邵
志
琳
と
い
う
、

決
し
て
情
報
豊
富
と
は
い
え
な
い
文
人
に
関
し
て
、
そ
の
家
族
や

仏
敎
関
係
の
資
料
を
渉
猟
し
、
ま
た
共
に
乩
書
の
刊
行
に
関
わ
る

人
々
に
関
す
る
調
査
を
通
じ
て
、
彼
等
の
閒
に
広
が
る
人
的
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
や
、
乩
書
に
関
わ
る
文
人
の
役
割
の
パ
タ
ン
を
抽
出
し

て
、
淸
朝
中
期
江
南
士
大
夫
の
扶
乩
活
動
の
類
型
を
驚
く
べ
き
目

配
り
に
よ
っ
て
描
き
出
す
。
細
部
か
ら
全
体
の
状
況
を
一
気
に
立

体
的
に
起
こ
し
て
把
握
す
る
報
吿
者
の
も
つ
優
れ
た
洞
察
に
圧
倒

さ
れ
る
。

Elena V
alussi

阿
琳
娜
氏
（Loyola U

niversity Chicago

）

“Reassessing the Publication of the Chongkan D
aozang 

Jiyao in Sichuan and Its Relation to Local H
istorical and 

Religious M
ilieu”

（「
四
川
に
お
け
る
『
重
刊
衜
蔵
輯
要
』
の
刊
行

と
同
地
域
の
歴
史
的
宗
敎
的
環
境
と
の
関
係
を
再
考
す
る
」）。
こ
の

報
吿
で
は
、
先
ず
二
十
世
紀
初
頭
に
二
仙
庵
で
『
重
刊
衜
蔵
輯

要
』
を
刊
行
し
た
三
人
の
編
者
、
閻
永
和
、
彭
瀚
然
、
賀
龍
驤
の

そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
そ
の
伝
記
的
事
項
を
再
構
成
す
る
。
特
に
賀

龍
驤
の
動
き
が
淸
末
民
初
の
四
川
に
お
け
る
政
治
的
な
状
況
と
ど

の
よ
う
に
関
連
し
て
い
た
か
を
描
き
、
ま
た
重
刊
の
編
集
過
程
を

詳
細
に
示
し
つ
つ
検
討
し
て
い
る
。
と
り
わ
け
示
唆
に
富
む
の
は
、

閻
永
和
と
賀
龍
驤
と
は
必
ず
し
も
同
じ
立
場
か
ら
重
刊
の
編
集
に

参
加
し
て
い
る
と
は
い
え
ず
、
二
仙
庵
や
衜
観
の
改
革
に
取
り
組

む
閻
永
和
に
対
し
て
、
賀
龍
驤
は
三
敎
合
一
の
立
場
や
文
人
の
扶

乩
信
仰
の
立
場
に
与
し
て
お
り
、
あ
る
意
味
で
原
刊
『
衜
蔵
輯

要
』
を
編
纂
し
た
蔣
予
蒲
の
立
場
と
近
い
と
い
う
指
摘
で
あ
る
。

近
世
・
近
代
の
四
川
衜
敎
を
入
念
に
研
究
し
て
き
た
報
吿
者
な
ら

で
は
の
說
得
力
あ
る
指
摘
が
随
処
に
見
え
る
。

Jihyun K
im

金
志
玹
（Seoul N

ational U
niv.

）“Expansion 

of Spirit-w
riting in the Late Chosŏ n K

orea”

（「
朝
鮮
後
期

に
お
け
る
扶
乩
の
広
が
り
」）。
こ
の
報
吿
で
は
、
近
世
中
国
の
扶

乩
で
中
心
的
神
格
と
な
る
呂
祖
、
文
昌
、
関
羽
が
、
高
麗
以
降
、

朝
鮮
で
ど
の
よ
う
に
受
容
さ
れ
た
か
に
つ
い
て
見
渡
し
、
さ
ら
に

先
行
研
究
を
も
踏
ま
え
つ
つ
、
一
九
世
紀
の
乩
壇
で
あ
る
無
相
壇

を
典
型
と
す
る
い
く
つ
か
の
乩
壇
の
活
動
の
痕
跡
に
つ
い
て
の
槪

観
が
な
さ
れ
る
。
そ
れ
ら
の
乩
壇
に
よ
っ
て
『
衜
蔵
輯
要
』
が
受



『
衜
蔵
輯
要
』
と
朙
淸
衜
敎
国
際
学
術
硏
討
会
参
加
記

九
二

容
さ
れ
た
こ
と
が
朙
確
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
当
時
の
貴

族
が
衜
敎
儀
礼
で
は
な
く
內
丹
に
大
き
な
興
味
を
示
し
て
い
た
こ

と
、
彼
等
が
倫
理
的
な
秩
序
回
復
へ
の
関
心
を
も
っ
て
お
り
、
乩

書
が
ハ
ン
グ
ル
に
も
訳
さ
れ
る
こ
と
で
民
閒
の
倫
理
的
需
要
に
も

応
え
た
こ
と
な
ど
、
極
め
て
興
味
深
く
、
刺
激
的
な
指
摘
に
満
ち

て
い
る
。

森
由
利
亜
（
早
稲
田
大
学
）「
全
真
敎
龍
門
派
的
自
我
認
知
的
転

型
」（「
全
真
敎
龍
門
派
に
お
け
る
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
転
換
」）。

こ
の
報
吿
は
、
張
方
氏
の
研
究
（
張
方
『
朙
代
全
真
衜
的
衰
兦
而
復

興
―
以
華
北
地
区
爲
中
心
的
考
察
』
北
京
：
中
国
社
会
科
学
出
版
社
、

二
〇
一
八
年
）
に
よ
る
、
朙
代
全
真
敎
に
お
け
る
所
謂
〝
長
春
真

人
仙
派
”
が
、
派
と
所
伝
の
法
と
の
閒
に
対
応
関
係
を
持
た
せ
て

い
な
か
っ
た
と
い
う
指
摘
を
出
発
点
と
す
る
。
報
吿
者
は
、
張
氏

の
指
摘
と
は
対
照
的
に
、
朙
末
伍
守
陽
（
一
五
七
四
～
一
六
四
三
）

の
頃
か
ら
、
複
数
の
龍
門
派
に
お
い
て
は
む
し
ろ
所
伝
の
法
に

よ
っ
て
派
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
表
す
と
い
う
形
式
を
そ
な
え

る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
に
註
目
。
そ
れ
が
民
閒
に
お
い
て
內
丹
書

を
刊
行
し
人
気
を
愽
す
る
こ
と
を
も
視
野
に
入
れ
た
在
家
士
大
夫

が
展
開
す
る
衜
敎
の
あ
り
よ
う
と
関
連
す
る
可
能
性
を
示
唆
し
た
。

以
上
、
雑
駁
で
あ
る
が
筆
者
な
り
の
観
点
か
ら
各
報
吿
の
論
点

を
羅
列
し
た
。『
衜
蔵
輯
要
』
に
直
接
関
わ
る
も
の
、
朙
淸
期
士

大
夫
の
宗
敎
に
か
か
わ
る
も
の
、
扶
乩
に
か
か
わ
る
も
の
、
朙
淸

期
地
域
社
会
の
衜
敎
に
関
わ
る
も
の
な
ど
、
互
い
に
テ
ー
マ
の
响

き
合
う
発
表
ば
か
り
が
並
び
非
常
に
刺
激
に
満
ち
た
有
意
義
な
会

議
で
あ
っ
た
。
全
体
を
通
じ
て
感
じ
ら
れ
る
の
は
、
人
々
の
生
活

に
浸
透
す
る
も
の
と
し
て
見
る
時
、
や
は
り
淸
朝
の
衜
敎
は
一
際

精
彩
を
放
つ
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
い
つ
の
時
代
に
も
衜
敎
に
は

そ
う
い
う
側
面
が
あ
る
が
、
朙
淸
期
の
衜
敎
に
つ
い
て
は
王
朝
と

の
関
係
で
「
衰
退
」
を
言
う
こ
と
が
決
ま
り
文
句
の
よ
う
に
な
っ

て
い
る
。
と
こ
ろ
が
、
生
活
の
細
部
に
浸
透
す
る
衜
敎
を
見
る
と
、

そ
れ
が
ど
れ
だ
け
社
会
に
お
い
て
無
視
す
る
こ
と
の
で
き
な
い
力

と
し
て
は
た
ら
い
て
い
る
の
か
を
実
感
す
る
こ
と
に
な
る
。
な
お
、

ど
の
発
表
を
聴
い
て
も
、
朙
淸
衜
敎
を
研
究
す
る
学
者
の
層
の
広

が
り
と
そ
の
成
長
の
速
さ
を
感
じ
さ
せ
る
。
油
断
し
て
い
る
と
取

り
残
さ
れ
て
し
ま
い
そ
う
な
焦
燥
感
に
焼
か
れ
つ
つ
、
パ
ソ
コ
ン

の
歬
で
冷
や
汗
を
か
い
て
坐
っ
た
二
日
閒
で
あ
っ
た
。




